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0．　はじめに
　動物は身体を持ち，それを用いて日々の様々な活動を行う。われわれ人間にとっても同様で，頭，
手，足など，体全体のそれぞれの特徴を有効に使って活動を行っている。このような現実から考える
と，これらの身体を表すことば（以下，身体部位詞）が言語においても重要な役割を果たしているこ
とが想像できる。この論文では身体部位詞がどのように用いられ，意味の拡張が行われているのか
を，英語のbacleという語を例として文法化（grammaticalization）の観点から分析する。また，
Heine　et　al．（1991a，1991b）やHeine（1995）では，他言語における‘back’を表す語について分析
をしているが，これらと英語のbackを比較しながら論をすすめていくことにする。さらにわずかで
はあるが，英語におけるback以外の身体部位詞（e．g．　head，ノ「oot，　heart）などについても触れていく。
1．文法化（Grammaticalization）
　1980年代後半から，言語学においては文法化（grammaticalization）の観点から言語を分析する動
きが高まっている。Grammaticalizationということぽはフラソスの言語学者Antoine　Memetによっ
て使われ始めたと言われているが，同じ（もしくは，よく似た）現象を指すのに最近はこれ以外の用
語も多く見られる；reanalysis，　semantic　bleaching，　grammaticization，　reductionなど1。また，用語
の定義も学者によって微妙に違うが，本論ではElizabeth　C，　Traugottらが使っており，一番一般的
と思われるgrammaticalizationを採用し，その訳語として「文法化」という語を用いる。まず最初
に文法化とはどのような現象なのかについて概観する。
　Hopper　and　Traugott（1993）はgrammaticalizationを次のように定義している：
We　define　grammaticalization　as　the　process　whereby　lexical　items　and　constructions　come　in
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certain　linguistic　contexts　to　serve　grammatical　function，　and，　once　grammaticalized，　colltinue　to
develop　Ilew　grammatical　functions．（1993：xv）
文法化とはもともと名詞や動詞などの1exical　categoryに属するものが，前置詞や接続詞，さらには
接辞のような束縛形態素などのgrammatica1［functional］categoryへと発達してゆくプロセスや，
具体的（concrete）なもの／やや抽象的（less　abstract）なものが抽象的なもの／さらに抽象的（more
abstract）なものへと発達してゆくプロセスを指す。古典的な用語を用いれぽ，　open　classのものが
closed　classへと変化してゆくプロセスである，と言うこともできる。次の例を見てみよう：
（1）　abasket　full　of　eggs
（2）　＞acupful　of　water
（3）　＞hopefuU（Hopper　and　Traugott　1993：7）
英語のfullという語は（1）のように，もともと形容詞というlexical　categoryに属する。そのため，統
語的にも一つの独立した語彙として前後の語とは区別して表記される。これに対して（2）では，もとも
との“containing　as　much　or　as　many　as　possible；completely　filled”（OALD）という具体的な意味
を保ってはいるが，αφという語と結びつき，一種の文法的なマーカーとして機能している。さらに
（3）では加ρθという抽象的な語と結びつき，完全に束縛形態素としての機能を果たしている。少数の
反例もあるようだが（cf．　Ramat　1992），このような流れは言語が変化してゆく方向性として最も一
般的と考えられ，単一方向性の仮説（the　hypothesis　of　unidirectionality）と呼ぽれている（cf．　Hop－
per　and　Traugott　1993：94－129）。
　別の例として80を用いた構文を考えてみる：
（4）‘Will　you　go　along　With　me，　Oliver？’said　Mr．　Bumble，　in　a　majestic　voice．（Dickens，　Oliver
　Twist：8）
（5）‘You　are　a　strange　child，　Miss　Jane，’she　said，　as　she　looked　down　at　me；‘a　little　roving，　solitary
　thing；and　you　are　going　to　school，　I　supPose～’（C．　Bront6，ノbne五ly紹：46）
（6）We　are　going　to　spend　our　holidays　in　Wales　this　year．（OALD）
（7）It　seems　as　if　it　were　going　to　rain．（OED，　cited　in　Traugott　1995：35）
英語の90は（4）の例が示すようにもともと場所の移動を表す動詞である。そしてこの動詞を進行形と
して用いたのが（5）である。現在における場所の移動を表すわけであるから，この場合，主語には節の
内容に対してvolitionalでresponsible（Traugott　1995：34）なものが現れ，典型的には人で表現さ
れる。また，動詞の後には方向を示す前置詞toと目的地が表現される。これに対し，（6）では主語は
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人で表されているが，（5）のように現在における場所の移動ではなく，近い未来を表す時制（tense）
の役割を果たしている。ここではgoが移動動詞ではなく再分析（reanalysis）の結果be　going　toを
ひとかたまりとして，一種の助動詞的な振る舞いをしていると考えることができる。さらに⑦では話
者の主観性を表すmodal的な表現になっている2。以上の例から分かるように，文法化というのは
le虹cal　catego酬嘱するものカs　grammatical　［functional］catego恥と発達してゆくプ吐スのこ
とをいう。Grammatical　categoryといっても接続詞や前置詞，さらにはテンスやアスペクトを表す
要素まで様々なものがあるが，実質性のある内容のものから実質性の薄いものへと変化していくプロ
セスは共通しているわけで，この発達過程を一般に文法化（grammaticaliZation）と呼んでいるので
ある。
　しかし，新しいカテゴリーに発達してゆぐと言っても，それまでのlexical　categoryに属していた
ものが消えて無くなったり，まったく関係のないgrammatical　category　t／こ発達してゆくわけではな
い。Hopperは1991年の“On　some　principles　of　grammaticization”という論文の中で，文法化に伴
ういくつかの原理を提案している。彼が“Layering”と呼んでいるように，新しい概念が現れても，
それまでの概念と一種の「層」のように存在するのであって，古いものがすぐに消えて無くなるとい
うわけではない。また，文法的な意味の発達に関しても，Hopperが“Persistence”と言っているよ
うに，もともとのlexica1な意味に何かしら関連のある文法的な概念に発達するわけで，全くつなが
りのないものが存在するようになるわけでもない。
　次のセクションからは，これまでに見てきた文法化の枠組みで，身体部位詞が意味的にどのように
発達しているかについて考えていきたい。
2．　身体部位詞の意味拡張
　我々は新しい概念を表現する際，すでに知っている概念を利用することが多い。つまり新しいこと
ぽを作るのではなく，今まで使っていたことばで新しい概念を表すということである。このことはこ
とばの経済性という観点から考えると予想されうる原理であるが，Wemer　and　Kaplan（1963：403，
cited　in　Heine　et　a1．1991：150）はこの原理を“the　principle　of　the　exploitation　of　old　means　for　novel
functions”と呼んでいる。この原理にはメタファーという認知プロセスが関わっているが，「すでに
知っている概念」を表す起点概念（source　concept）としては次の三つが主なものであると言われて
いる　（Svorou　1986，1994；Heine　et　al．1991a，1991b；Heine　1995；etc）3：
I　　body　parts（e．9．‘‘head”，‘‘back”，‘‘hand”，‘‘foot”，　etc．）
皿　environmental　landmarks（e．g．‘‘ground”，‘‘sky”，　etc．）
皿　static　relational　concepts（e，g．‘‘top，，，‘‘bottom，，，　etc．）
これらはいつれも人間の日々の生活において重要な役割を果たしている基本的な要素である。冒頭で
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も書いたように我々の身体は特に重要で，これらを表す身体部位詞も同様に大きな役割を担ってい
る。本論文では身体部位詞がどのように発達して多義語になるのかについてbacleを例に考えてゆく。
2．1．　‘Back，　in　Ewe
　身体部位詞から身体以外を表す名詞，さらには前置詞・後置詞（adposition）などの文法カテゴリ
ーへと発展してゆく傾向について，始めにHeine　et　al，（1991a：65－69；1991b：161－164）で論じら
れている例を見てみよう。彼らは西アフリカの一言語，Ewe語を分析している。　Eweでは〃3θg∂6と
いう語が英語のδα罐に相当する：
（8）　6P6　　　　　〃2θ9δ6　fδ
　　3SG．　PoSS　back　be　cold4
　　‘His　back　is　cold’
（9）　6－1e　　xo　　　i　　〃zθ19δ6
　　3SG－be　house　DEF　behind
　　‘He　is　behind　the　house’
⑩　6－m　　　megbi
　　3sG－stay　behind
　　‘He　stays　back，
al）　6k丘　　　1e　4〃zθgδ6
　　3sG－die　be　3sG．　POSS－behind
　　‘He　died　after　him’
O⇒　　6－tsf　　　　　　　〃Zq9φ6
　　3sG－remain　behind
　　‘He　is　backward／dull’
Eweの〃zθ8δ6は（8）のように「背中」を表す身体部位詞であり，名詞というlexical　categoryに属す
る語である。しかし（9）㈹では空間における位置関係を表すようになっており，⑨では副詞，⑳では後
置詞として文法カテゴリーに属するようになっている。さらに⑪では空間から時間という領域へと広
がっており，時間における前後関係を表す後置詞のカテゴリーに発達している。Oオの例では，同じ語
がまったく別の意味に広がっている。すなわち，空間における場所や時間関係ではなく，“backward
／dull／mentaUy　retarded”のような意味で，人間の知性の遅れという述語のカテゴリーに発達してい
る。これらの例から，身体部位詞がどのような意味や機能的カテゴリーに発達してゆくかに関して一
つの方向性を見ることができる。次のセクションからは英語のδσ漉について考えてゆくが，最後に
Eweの耀g房と比較をしてみたい。
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2．2，　Back　in　English
2．2．1．身体部位詞
　ここからは英語のbacleという語における様々な意味の発達過程を見てゆく。でははじめに次の例
を見てみよう：
03Meantime，　Mr．　Brocklehurst，　standing　on　the　hearth　with　his　hands　behind　his　bacle，　majesti－
　cally　surveyed　the　whole　school．（C．　Bronte，ノbne　Eyre：74）
OφMy　position，　Miss　Eyre，　with　my　back　to　the　fire，　and　my　face　to　the　room，　favours　observation．
　（C．Bront6，ノiZne　Eyre：154）．
㈲　Little　Oliver　Twist　lay　on　his　bacle　on　the　pavement，　with　his　shirt　unbuttoned，　and　his　temples
　bathed　with　water＿（Dickens，　Oliver　TwiSt：75）
⑯HaVing　gone　through　this　very　extraordinary　performance，　he　took　off　the　cocked　hat　again，
　and，　spreading　himself　before　the且re　with　his　ba‘k　towards　it．．．（Dickens，　Oliver　Twist：171）
⑰　Bill　had　him　on　his　back，　and　scudded　like　the　wind．（Dickens，　Oliver　TwiSt：183）
英語のbacleという語は上の例から分かるように，もともと身体部位詞であり，「背中」を表す名詞で
ある。身体部位詞は具体的・実質的な内容を表す，という意味においては典型的な名詞であると言う
ことができる。このような身体部位詞の意味からそれ以外の意味へ，どのように拡張してゆくのであ
ろうか。次に意味が拡張された例を見てみよう。
2．2．2．Object　part　te㎜
　ここからは拡張された例について考えてゆく。はじめに次の例を見てみよう：
⑯　Apparently，　the　dog　had　been　somewhat　deceived　by　Mr．　Fagin’s　outer　garment；for　as　the　Jew
　unbuttoned　it，　and　threw　it　over　the　bacle　of　a　chair，．．．（Dickens，　Oliver　Twist：136）
ag　He　leant　on　the　back　of　a　chair，　and　covered　his　face．（E．　Brontε，　Wuth詑ring　Heights：114）
⑳　When　he　awoke，　the　table　was　covered　with　tea－things，　and　Sikes　was　thrusting　various　arti－
　cles　into　the　pockets　of　his　great－coat，　which　hung　over　the　bacle　of　a　chair．（Dickens，　Oliver
　Twist：150）
これらの例では「イスの背の部分」を指す表現になっている。ここではイスを人間のように「見立て
て」表現しているとも言うこともできる。つまり，人間の身体は顔や腹のある側と背中や尻などのあ
る側を持っているが，この見方をイスに当てはめて，座った時にもたれ掛かる後ろの部分をbackで
表しているわけである。この原理の背後にはメタファーが関わっていると考えられる。メタファー
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（metaphor）というのは「〈類似性〉に基づく認識能力」（cf．山梨1995：19fDのことをいうが，ここ
では人間以外のモノについても人間の身体と同じように「前後（front－back）」といった方向性を持
った存在としてとらえ，人間の背中のように後ろの部分をbacleで表しているのである。もちろんイ
ス以外のモノに対しても同じように表現することが可能で，the　back　Of　a　booleやthe　bacle　Of　the　head
のような例も同じようなプロセスを経て確立した用法と考えられる。これらを図式化すると次のよう
になる：
FigUllre　L
もともとは人間の身体の一部を表していたのが，我々の「類似性から物事を理解してゆく認識能力」
によって，身体以外のモノについても方向性を持った存在として考え，背中と同じ側にあるモノの部
分をbackで表しているのである。
2．2．3．　Locative　noun
　ここでは「モノの後部」から「場所」を表す表現になった例を考える。まず次の例を見てみよう：
⑳　Inoticed　them，　because，　as　they　saw　us，　they　passed　round　to　the　bacle　of　the　church；（C。
　Bronte，ノbne　Eyre：309）
21　1t　was　a　little　lattice　window，　about　five　feet　and　a　half　above　the　ground，　at　the　back　of　the
　house：which　belonged　to　a　scullery，　or　small　brewing－place，　at　the　end　of　the　passage．（Dickens，
　Oliver　Tz〃ist：162）
㈱　Mr．　Bumble　tapped　with　his　cane　on　the　counter　several　times；but，　attracting　no　attention，　and
　beholding　a　light　shining　through　the　glass－willdow　of　the　little　parlor　at　the　bacle　of　the　shop，　he
　made　bold　to　peep　in　and　see　what　was　going　foward；（Dickens，　Oliver　Twist：201）
2φ　Scotland　Yard　is　a　small－a　very　smal1－tract　of　land，　bounded　on　one　side　by　the　river
　Thames，　on　the　other　by　the　gardens　of　Northumberland　House：abutting　at　one　end　on　the
bottom　of　No曲㎜berland　Street，　at　the　other　on　the　back　of　Whitehall　Place．（Dickens，　Sleetches
　by　Boz：64）
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これらの例では，上で見た「背中」や「モノの後部」の意味ではなく，「モノの後ろの場所」表す
locative　nounとして用いられている。つまり，モノの後部と隣接関係にある場所を指しているので
ある。例えぽ⑳においてthe　back　Of　the　church　eま教会の裏側の壁を指しているのではなく，教会と
いう建物の「後ろにある場所」を指している。2Zから㈱の例も同様で，これらにおいても「家の裏」
や「店の裏」など，モノの背後にある場所を指している。このような意味へと拡張した背後にはメト
ニミーが関わっていると考えられる。メトニミー（metonymy）というのは「〈近接性〉に基づく認
識能力」（山梨1995：23ff5）を指し，人間が外界を概念化してゆく際に重要な役割を果たすが，これ
らの表現へと意味が拡張してゆく根底には，この認知能力が大きく関わっている。その結果，「モノ
の後部」から，そこと近接関係にある場所を指すようになり，場所を表す名詞（locative　noun）と
して機能しているのである。このプロセスは次のように図式化してまとめることができる：
Figure　2．
2．2．4．前置詞・不変化詞への発達
　まず次の例を考えてみよう：
㈱　The　country　which　stretches　bacle　of　Shanghai．
¢㊧　The　home　lies　back　of　the　Sunday　School．
㈲　No　one　could　live　there，　back　of　the　railways，　down　by　the　canal．（以上OEZ））
これらの例ではとても興味深い発達を見ることができる。というのも，語彙のカテゴリーが変わって
いるからである。これまでに見てきた例はメタファーやメトニミーといった我々人間の認知プロセス
を介して意味が広がっていたものの，いつれも「名詞」というカテゴリーに属するものであった。し
こしここでは複合形としてbacle　ofが「前置詞」（正確には複合前置詞）　という新しいカテゴリーへ
と変化し，“behind”とほぼ同じ意味で使われているのである。　OEDではこの用法をbacleの副詞の
項目で扱い，副詞（back）プラス前置詞（of）として“back　from，　behind”のような意味を表すとし
ているが，機能としてはbacle　of全体で複合前置詞として考えることができる（OEDのように副詞
扱いをするにしても，名詞から副詞というように語のカテゴリーが変わっている点では共通してい
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る）。英語のbacleはEweの耀g房のように単独の語として用いられる純粋な前置詞（もしくは後置
詞）として確立しているとは言えないが，複合前置詞と考えれぽEweと同じような発達をしている
と見ることができる。このプロセスをスキーマ化すれぽ次のように表すことができるだろう：
㎞ tr
Figure　3．
これらの例においては，「モノの後ろの部分・場所」を指す表現から「モノとその後ろの部分・場所
の関係」を表すようになっていると考えられる。Langacker（1987，1990）のCognitive　Grammarで
は，名詞はnominal　predicationとして“thing”を指示し，名詞以外のものはrelational　predication
として“process”（動詞）もしくは“atemporal　predication”（形容詞，副詞，前置詞や，これに似た
クラス）を指示する。上で見た例ではbackがatemporal　predicationとしてLandmark（1m）－
Trajector（tr）という相対関係を表す概念を獲得した結果と言うことができるだろう。
　㈲から20の例におけるbacle　ofはもともとはat　the∂α罐ofの形で用いられていたようだが（cf，
OED），現在は（特匠アメリカ英語で）前置詞atと定冠詞を省略した形で用いられるようになって
いる。どのような理由があってこのような形になっていったのかは分からないが，これらの文が発せ
られるコンテクストにおいて，意味が分かる範囲であれぽ，より経済的な形へと発達してゆくのは想
像できる。また次の例のようec　in　bacle　Ofという形もあるが，これも同様に複合前置詞として“be－
hind”の意味で用いられている：
㈱　Our　street　ran　in　bacle　of　the　movie　theater．（Activator）
29　Cook　heard　a　loud　explosioll　from　a　building　in　back　of　him，（Activator）
Rubba（1994）はセム語族の一つ，アラム語（Aramaic）の一方言であるTelesqof　Aramaicにおけ
る“side”を表す語を分析し，文法化の流れの中で語が発達してゆく過程に対し，次のような仮説を
たてている：
㈹　Body　part　term＞object　part　term＞locative　noun＞preposition
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Rubba自身も述ぺていることだが，必ずしもこの順番で発達していくというわけではない。場合に
よっては途中のobject　part　termやlocative　nounを通り越して前置詞に発達したり，最後の前置詞
まで発達していないこともありうる。しかし発達の方向性としてはこの順番が一般的であり，この論
文の冒頭で述ぺた文法化のプロセスにも一致する。Rubbaが立てた仮説と本稿で見てきた英語の
backを比較すると，上で述べたように英語のbackはアフリカ等の言語に比べたら完全な前置詞とし
て発達しているとは言えないが，複合前置詞としてはかなり発達してきていると考えることができ，
Rubbaの仮説とも一致する。
　Figure．3の右側のスキーマのように，　bacleがrelational　predicationとして様々な意味領域におい
て参照点（㎞）よりも後ろの部分（tr）を指す関係概念を表すようになると，使用範囲が広くなり，
結果として使用頻度も高くなることが想像される。その例として，最後tlc　backが不変化詞（parti－
cle）として，動詞プラス不変化詞構文（verb－particle　construction）で用いられている例を見てみよ
う6：
⑳　He　then　gave　him　another　blow　on　the　head，　just　to　stun　him　til1　he　came　back　again．（Dickens，
　Olit／er　Twist：15）
Bオ　He　drew　bacle　the　bolts　with　a　trembling　hand，　and　opened　the　door．（Dickens，　Oliver　TwiSt：　30）
β＄　But　he　thought　it　better　not　to　ask　the　question；and　walked　back　to　the　shop；thi！1king　over　an
　he　had　seen　and　heard．（Dickells，　Oliver　Twist：38）
B・D　His　heart　beat　quickly　when　he　bethought　himself　of　this；and　he　half　resolved　to　tum　back．
　（Dickens，　Oliver　Twist：49）
BS　；she　was　just　putting　bacle　her　handkerchief　into　her　pocket，　and　the　trace　of　a　tear　glistened
　on　her　thin　cheek．（C．　Bront6，ノbne　Eyre：64）
これらの例においても25から㈲で見た例と同じで，単なる部分詞や場所表現ではなく，ある参照点に
対する相対的な位置関係を表している。Verb－particle　constructionは近代英語あたりから特に発達
し始め，現代英語では一つの確立した構文として欠かせないものになっている。Hiltunen（1999）は
その発達理由として，Middle　Englishにおいて従来動詞の前の接頭辞（verbal　prefix）で表されたも
のが機能的に加重の負担をかけられるようになり（“heavy　functional　load”），その結果動詞の後ろ
に不変化詞（postverbal　particle）を持ってくる形が発達したためだとしている。その他の歴史的な
発達過程に関することは今後の研究課題とするが，使用頻度が高くなったのはuP，　down，　out，　through
などの他の不変化詞と同じように，relational　predicationとしてモノとモノの間の相関関係を表すこ
とができるようになったためであろう。
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2．3．英語におけるその他の身体部位詞
　　ここではわずかながらback以外の身体部位詞について考えてみたい。例としてhead，　foot，　heartを
見てみるが，backのように身体部位詞からモノの部位詞，さらには場所を表す名詞や前置詞に発達
しているだろうか？　次の例を考えてみよう。なお，例にあげたもの以外にも様々な用法があるが，
ここではbacleとの関連で部分詞や場所表現について考えるため，その一部だけをあげる：
head
　B◎　Her　head　was　ornamented　with　a　profusion　of　artificial　flowers；（Dickens，　Sleetchesめ，　Boz二175）
　30We　sat　down　by　the　head　of　the　sofa，　but　said　nothing．．．（Dickens，　Sゐθ励es　by　Boz：46）
　B♂　Every　room　has　its　separate　tenant，　and　every　tenant　is，　by　the　same　mysterious　dispensation
　　　which　causes　a　country　curate　to‘‘increase　and　multiply”most　marvellously，　generally　the　hcad
　　　of　a　numerous　family。（Dickens，　Sketches　by　Boz：72）
　39　‘‘Yes，　he　is，”cries　a　third；and　the　unfortunate　young　man，　at　the　immillent　risk　of　breaking
　　　ablood－vessel，　puns　and　pulls，　until　the　hcad　of　the　boat　fairly　lies　in　the　direction　of　Vauxhall
　　　Bridge．（Dickens，　Sleetches　by　Bo2：99）
foot
　㈹　The　grave－digger　shoveUed　in　the　earth；stamped　it　loosely　down　with　his／llet：（Dickens，　Oliver
　　　TwdSt：　38）
　㈹　＿the　table　at　the／bot　of　the　bed　was　covered　with　a　crimson　cloth；．．．（C．　Bronte，ノ伽θ1⊇y紹：
　　　19）
　㈹　Iwas　received　at　the／bot　of　the　stairs　by　Mr．　Rochester．（C．　Bronte，ノbne　Eyre：308）
　㈲　What　would　your　sabbath　enthusiasts　say，　to　an　aristocratic　ring　encircling　the　Duke　of　York’s
　　　column　in　Carlton　Terrace－a　grand　poussette　of　the　middle　classes，　round　Alderman
　　　Waithman’s　monument　in　Fleet　Street，－or　a　general　hands－four－round　of　ten－pound　househo1－
　　　ders，　at　the／bot　of　the　Obelisk　in　St．　George’s　Fields？（Dickens，　Sketches　by　Boz：170）
　＠　Iwas　in　the　condition　of　milld　to　be　shocked　at　nothing；in　fact，　I　was　as　recldess　as　some
　　　malefactors　show　themselves　at　the／bot　of　the　gaUows．（E．　Bronte，　VVuthen’ng　HeightS：177）
heart
　㈹　My　heart　beat　thick，　my　head　grew　hot；（C．　Bronte，　Jane　Eyre：23）
　㈹　；alld　you　are　in　the　very　centre　and　hcart　of　the　fair．（Dickens，　Sleetches　by　Bo2：115）
　㈲　一though　I　possess　an　old　house，　Ferndean　Manor，　even　more　retired　and　hidden　than　this，
　　　where　I　could　have　lodged　her　safely　enough，　had　not　a　scruple　about　the　mhealthiness　of　the
　　　situation，　i！1　the　heart　of　a　wood，　made　my　conscience　recoil　from　the　arrangement，（C，　Bront6，
　　　Jane」Eyre：322）
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⑱Here　Ned　wept　dolefUlly，　and　shook　his　helmeted　head，　in　a　manner　that　might　have　touched
　ahcart　of　stone；but　the　crowd　had　not　hearts　of　stone，　and　they　laughed　heartily．（Dickens，
　Sketches　by　Boz：620）
これらの例ではbackと同じように，　object　part　termとしてはかなり発達しているが，　locative　noun
としては㈹や㈲を除いてはあまり発達しているとは言えない。さらに前置詞のような関係概念を表す
用法としては，全く確立されていない。どうしてだろうか？　理屈から言えぽRubba（1994）が主
張する仮説のように，前置詞まで発達していてもおかしくないはずである。例えぽhcadは我々の身
体の一番上の部分であるから“above，　up”のような意味を表す前置詞に，　footは身体の一番下の部分
であるから“under，　do㎜”を表す前置詞に，　hcartは身体の中の部分を指すので“in”のような意味
の前置詞にそれぞれ発達していてもおかしくないはずである。実際このような意味の前置詞に発達し
ている言語もかなり報告されている（Heine　et　a1．1991a，1991b；Heine　1995；Svorou　1994；etc）。
英語ではどうしてこのような発達が見られないのであろうか？　はっきりとした理由は分からない
が，英語においてはup，　d∂wn，　inといった語がOld　EnglishやMiddle　Englishの時期から発達して
いたためtlc　head，　foot，　heartといった身体部位詞で表す必要がなかった，ということが考えられる。
どのような理由があるにしても，bacleのみが前置詞まで発達したのは興味深い現象である7。
3．　まとめと今後の課題
　英語のbacleという語は身体部位詞からメタファーやメトニミーなどの認知プロセスを経て様々な
意味へと発達し，最終的には前置詞としての用法も獲得している。この発達過程は文法化の流れの中
で説明することができ，Rubba（1994）が提案している仮説とも一致する。英語のbacleはアフリカ
等の他言語に比べた場合，完全な前置詞になっているとは言えないが，現代英語においては複合前置
詞として重要な役割を果たし，さらにはverb－particle　constructionを構成する一要素として広く用
いられている。その背後にはnominal　predication（身体部位詞・部分詞・場所表現）からrelational
predication（前置詞・不変化詞）へと発達したプロセスがあり，その結果Landmark－Trajectorと
いう相対関係を表す概念を獲得したためと思われる。
　英語における身体部位詞は上で見たように，bacle以外にもhandやhcadをはじめ，数多く存在す
る。にもかかわらず前置詞まで発達したのはbackだけのように思われる。どうしてbackだけがこの
ような発達をしたのであろうか。他の前置詞が01d　EnglishやMiddle　Englishの頃から発達してい
た，であるとか，使用頻度の問題など理由はいくつか考えられるが，この点については今後の研究課
題としたい。また勿漉（ゾに関して言えぽ，複合前置詞としての発達も歴史的な観点から見たら興味
深い。例えぽinstead　ofやon　account　ofという複合前置詞も歴史的にはそれぞ］｝X　in　the　stead　ofやon
the　account　ofという形から発達してきており，　back　ofも同様の発達と考えられる。定冠詞が省略さ
れてゆくのはイディオム化（idiomatization）の問題とも関係があるが，複合前置詞の歴史的な観点
一37一
からの研究やイディオム化の過程に関する研究はほとんどなされていないという（Brinton　and
Akimoto　1999：10）。この点についても稿を改めて考えてみたい。
注
＊本稿作成の様々な段階で次の方々に貴重なコメソトやアドバイスをいただいた。ここで改めてお礼申し上げ
る：堀内克明，松山幹秀，清水あつ子，田中啓之，長谷川洋志，小山久美子，安藤ゆき恵，長井信也。当然のこ
とながら，内容の不備な点，誤りなどは全て私の責任である。最後になるが，精神的に支えてくれた有泉美絵子
にも心から感謝したい。私は本論文を書いている際に指を骨折し，何をするにも元気が出なかった。彼女の応援
がなかったらこの論文は完成しなかったかもしれない。
1文法化研究の簡単なまとめ，および様々な用語についてはHopper　and　Traugott（1993：ch．2）を参照。また，
　文法化の枠組みにおける研究についてはTraugott　and　Heine（1991），Heine　et　al．（1991a），Hopper　and　Trau－
　gott（1993），Pagliuca（1994），Stein　and　Wright（1995）などを参照。
2Modalは命題に対する話者の判断・主観性を示すものだが，文法化に伴う主観性の問題についてはTraugott
　（1989，1995）やStein　and　Wright（1995）などを参照。
3動作に関するものとしてはprocess　verb（“come”，“give”，“take”，　etc），　posture　verb（“stand”，“sit”，　etc），
　mental　process　verb（‘‘say”，　etc）などがある。
4sGはsingular，　possはpossessive，　DEFはdefiniteをそれぞれ表している。
5山梨（1995：29fDはメトニミーをさらに下位区分し，「空間・場所の隣接性に基づく表現」を「トポニミー」，
　「部分・全体の隣接性に基づく表現」を「パートニミー」と呼んでいる。
6Particleおよびverb－particle　constructionの研究についてはBolinger（1971），Lindner（1981），0’Dowd（1998）
　などを参照。
7at　the　head　of，　in伽加碗砿at　the　foot　ofなどを複合前置詞と見なすこともできるが，定冠詞と共に用いら
　れて名詞カテゴリーに属しているという点では，backほどの発達は見られない。
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